
　

 

2
0
2
0
年
夏
。 

世
界
中
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ

る
い
、人
々
が
新
し
い
生
活
様
式
を

求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、豊
田
市
の

中
山
間
地
域
で
は
、例
年
と
同
じ

よ
う
に
忙
し
く
田
畑
で
働
く
人
の

姿
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
若
者
が
移
住
し
、自

給
は
も
ち
ろ
ん
農
業
を
生
業
と
し

て
暮
ら
す
人
々
も
増
え
て
き
ま
し

た
。冷
涼
な
気
候
や
清
ら
か
な
水
、

健
康
な
大
地
か
ら
生
ま
れ
る
野
菜

た
ち
は
抜
群
の
美
味
し
さ
で
す
。

　
持
続
可
能
な
農
を
紹
介
す
る

　
ウェ
ブ
サ
イ
ト「
も
や
い
こ
」

　
彼
ら
の
多
く
は
環
境
に
や
さ
し

く
、持
続
可
能
な
農
を
志
し
て
い

ま
す
。彼
ら
が
生
み
出
す
生
産
物

や
農
へ
の
こ
だ
わ
り
を
、消
費
者
や

農
を
志
す
人
た
ち
に
紹
介
す
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト「
も
や
い
こ
」を
立
ち

上
げ
7
月
1
日
に
公
開
し
ま
し

た
。

　
『
も
や
い
こ
』と
は
三
河
の
方
言

で「
分
か
ち
合
う
」と
い
う
意
味
。 

農
の
営
み
を「
自
然
の
恵
み
を
分

け
て
も
ら
う
」と
表
現
す
る
農
家

が
い
ま
す
。「
自
然
」と
分
か
ち
合

い
、「
生
産
者
と
消
費
者
」、「
い
な

か
と
ま
ち
」が
分
か
ち
合
う
。お
互

い
の
在
り
様
に
想
い
を
馳
せ
る
、そ

ん
な
取
組
の
一
助
に
な
る
の
で
は

と
期
待
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
コロナ
禍
のスー
パー
で

　
起
こった
こ
と

　
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
自
粛
生
活
で
し
た
。学
校

の
休
校
が
始
ま
り
人
々
が
自
宅
で
過

ご
す
時
間
が
長
く
な
る
中
で
、あ
る

消
費
行
動
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

人
々
が
安
心・安
全
な
野
菜
を
求
め

た
た
め
、ス
ー
パ
ー
で
の
有
機・自
然

栽
培
と
いった
野
菜
の
コ
ー
ナ
ー
が
、

夕
方
に
は
棚
が
空
っぽ
に
な
る
こ
と

が
続
い
て
い
た
の
で
す
。お
店
の
方

に
状
況
を
尋
ね
る
と「
並
べ
る
の
に

追
い
つ
か
な
い
の
で
は
な
く
品
切
れ

で
す
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
い
で
ん・さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー

に
は「
食
と
農
専
門
部
会
」と
い
う
研

究
会
が
あ
り
、豊
田
市
中
山
間
地
域

で
農
を
個
人
で
営
む
方
々
と
、情
報

交
換
や
先
進
地
視
察
な
ど
を
行って

い
ま
す
。

　
部
会
で
聞
き
取
り
を
行
う
と
、個

人
宅
配
は
伸
び
て
い
る
一方
で
、レ
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旭地区を拠点にしている竹々木 （々ちくちくもくもく）は、豊田市の山地にある竹や木など
の恵みを活用する活動をしています。この夏、自然の中で澄んだ空気を思いっきり吸うこ
とができる親子プログラムに参加してみませんか？
①竹で染め物をしよう！
竹葉でハンカチを染めよう♪ハンカチに模様をつけるよ。どんな色が出るかな？
●開催日時｜2020年8月29日(土) 10:00 ～15:00
●集合場所｜つくラッセル（豊田市旭八幡町堂山432-3）
●募集定員｜３組（先着順）
●参加費｜大人3,000円　子供1,000円（3歳未満無料)※参加費には保険料を含む
●講師｜草木染めと焼き菓子・パン工房アンティマキ主宰　村田牧子
●材料｜ハンカチ、バンダナ、ストールの中からお選びいただけます。※別途ご購入をお
願いします。（400円～）
●昼食｜ご持参ください。
●持ち物・服装｜タオル、水筒、軍手を持参。汚れても良い動きやすい服装、長靴またはス
ニーカーを着用ください。なた、ノコギリがある場合は持参ください。
②竹でご飯を作ろう
山に竹を切りに行きます。器と箸も作りましょう♪
●開催日時｜2020年9月21日(月) 10:00 ～14:00
●集合場所｜つくラッセル（豊田市旭八幡町堂山432-3）
●募集定員｜３組（先着順）
●参加費｜大人3,000円　子供1,000円（3歳未満無料)※参加費には保険料を含む
●昼食｜竹で作るチキンカリーライス
●持ち物・服装｜タオル、水筒、軍手を持参。汚れても良い動きやすい服装、長靴またはス
ニーカーを着用ください。なた、ノコギリがある場合は持参ください。

申込について
●連絡先｜chikumoku55@gmail.com
●申込内容｜タイトルに「竹っこくらぶ親子プログラム」、本文に①参加希望のイベント名
②お名前③参加人数を記載の上ご応募ください。
●諸注意｜キャンセル料は２日前から発生します。２日前50％、前日～当日100％（但し、
コロナウィルス感染症予防のための体調不良・発熱、主催者事由による場合は、キャンセ
ル料は発生しません）／ノコギリ・ナタ・包丁・火を使います。事故・怪我の無いよう、スタッ
フの指示に従い作業を進めてくださいますようご協力お願いします。／安全のためお子
様連れの方は、目を離さないようお願いします。／感染症予防のため、体調不良・発熱が
ある場合の参加はご遠慮ください。／保険には加入しますが、本イベントで起きた事故・
怪我について当団体は責任を負いかねます。

主催団体　竹々木 （々ちくちくもくもく）　詳しい情報はこちら→　

 

コロナ禍を背景にした相談が増え

て
い
る
。農
産
物
の
販
路
、移
住
、子
育

て、山
村
起
業
な
どのほ
か
外
国
人の就

労
や
生
活
支
援
と
いった
こ
れ
ま
で
に

な
かった
相
談
が
相
次
いだ
。リ
ーマン

ショック、東
日
本
大
震
災
な
ど
経
済
の

減
速
に
伴
う
し
わ
寄
せ
は
外
国
人
労
働

者に及
び
や
す
く、帰
国
困
難
を
伴
うコ

ロナ
禍
の
深
刻
さ
は、こ
れ
ま
での比
で

はないと言う。

セ
ン
タ
ー
長
の

ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
に

向
か
っ
て
！

センター長

鈴木辰吉

多
文
化
共
生

VOL.68

　
2
0
2
0
年５
月
現
在、豊
田
市には

1
8
4
4
5
人、ブラジルの6
6
8
7

人
を
は
じ
め
中
国、東
南
アジアな
ど
約

70
か
国の外
国
人
が
暮
ら
し
ている（市

外
国
人
統
計
）。本
市
は
、「第
２
次
国
際

化
推
進
計
画
」を
定
め「
世
界
に
開
か
れ

た
国
際
ま
ち
づく
り
」を
進
め
ている
。

と
りわ
け、文
化も
考え方
も
異
なる日

本
人
と
外
国
人
が、互いを
認
め
合い共

に暮
ら
せ
る
多
文
化
共
生の取
組
では、

外
国
人
の
子
ど
もへの
教
育
支
援
な
ど

市
国
際
交
流
協
会
や
N
P
O
団
体
の
活

躍で先進地とも言われている。

　
コロナ
禍
は
、す
べて
の
人
を
不
安
に

陥
れている
が、豊
か
な
この多
文
化
共

生
先
進
地
で、食
糧にす
ら
窮
す
る
外
国

人が暮らしている現実がある。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
相
談
者
と
盛
り
上

がった
妄
想、耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

「キャッサ
バ農
園
プロジェクト」、外
国

人
が
余
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
食
糧
を
自

給
で
き
る
と
し
た
ら
もっと
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。妄
想
が
頭

か
ら
離
れ
な
い。

　
山
村
部
で
農
業
を
通
じ
た
社
員
研
修

を行う人材派遣会社からの相談、自

社
に
登
録
す
る
在
住
ブ
ラ
ジ
ル
人

1
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行った
と

こ
ろ
80
人
が
就
労
先
と
し
て
母
国
で
な

じ
み
の
あ
る「
農
業
に
関
心
が
あ
る
」と

回
答
、農
業
現
場
を
派
遣
先
、紹
介
先
に

加えたいとの相談であった。また、在

住
イ
ンド
ネ
シア
人
の
支
援
団
体
か
ら

は、食
糧
支
援のた
めの米の入
手
先に

ついて
相
談
を
受
け
、生
産
者
とつない

だ。

（※）キャッサバ：和名イモノキ、タピオカの原料、世界の熱帯で食糧として生産、日本でも栽培可能。

竹っこくらぶ2020　親子プログラム

! t h

とよたでつながるローカルメディア縁側で公開

わ
た
な
べよ
う
こ
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新ウェブサイト「もやいこ」を公開
中山間地域で持続可能な農業を営む農家を紹介する



ス
ト
ラ
ン
の
休
業
な
ど
が
あ
り
店
舗

へ
出
荷
す
る
分
が
余
る
と
い
う
事
態

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。そ
れ
に
関
し
て
は
、お
い
で
ん・

さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
、自
然
栽
培
の
野
菜
販
売
に
力

を
入
れ
て
い
る「
ス
―
パ
ー
や
ま
の

ぶ
」さ
ん
の
店
頭
に
並
べ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
農
の
営
み
が
中
山
間
地
域
を

　
未
来
につないでいく

　
お
い
で
ん・さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
に

は
中
山
間
地
域
の
農
を
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
平
地
と
違
い
傾
斜
地
が
多
い
た
め

収
量
は
限
ら
れ
、昨
今
は
獣
害
に
も

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
農
を

営
む
人
の
存
在
が
脈
々
と
地
域
社
会

を
守
り
、 

景
観
や
森
林
の
保
全
に
も

重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

農
の
存
在
な
し
で
は
地
域
が
成
り
立

た
な
い
の
で
す
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

人
々
の
大
切
な
食
を
守
って
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。 

　
家
族
や
個
人
経
営
の
小
規
模
農
家

は
、栽
培
か
ら
販
売
ま
で
自
分
た
ち

で
行
う
こ
と
が
多
い
た
め
、発
信
や

営
業
に
時
間
を
多
く
割
け
ま
せ
ん
。

　
S
N
S
で
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
多
い
現
在
。『
も
や
い
こ
』で
は
、ど

ん
な
農
家
が
い
る
の
か
、ど
ん
な
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
、ど
う

し
た
ら
購
入
で
き
る
か
な
ど
消
費
者

に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、豊

田
市
の
中
山
間
地
域
で
農
を
営
む
方

た
ち
に
つ
い
て
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
こ
れ
か
ら
農

を
志
し
た
い
方
々
に
も
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
消
費
者
の
方
々
に
は
、ぜ
ひ
農
家

の
方
々
の
思
い
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
愛
情
た

っ
ぷ
り
の
野
菜
た
ち
と
出
会
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
『
も
や
いこ
』に
掲
載
を
希
望
さ
れ

　
る
方へ。

　
ぜ
ひ
、お
い
で
ん・さ
ん
そ
ん
セ
ン

タ
ー「
食
と
農
専
門
部
会
」に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
小
黒
敦
子
）

　  　
　６月27日（土）、トヨタ自動車労組の組合員ら37名が、桑原町（稲武
地区）の棚田で景観整備のボランティア活動を行いました。
　社会貢献活動を積極的に展開する同労組から相談を受け、当セ
ンター・いなぶ観光協会・稲武支所が連携し、高齢化で作業の担い
手不足に悩む地元の活動団体とマッチング。今年度で5年目の活動
です。
　機械での草刈りと刈草集めを、グループごとに持ち場に分かれて
作業。マイ草刈り機を持参する参加者もいて手際よく進み、予定時
間前に終了しました。
　「道の駅どんぐりの里いなぶ」の程近くにある棚田の一部は、「桑
原棚田の景観を守る会」が2011年からラベンダー畑として整備をし
ています。昨年からは棚田本来の景観を復活させようと、地元有志

 組合員37名が桑原町で草刈り活動

http://www.oiden-sanson.com 【8月号　2020.0.8.01 発行】

トヨタ自動車労組が5年目の棚田景観整備ボランティア

REPORT

で「桑原棚田を再生する会」を立ち上げ、水田の畦畔や水路など基
盤工事が行われています。
　ご家族5名で参加した組合員の三橋秀渡さん（市内在住）は、「こ
の活動への参加は初めて。キャンプに行くときに稲武はよく通って
います。ボランティアを通して地域に触れることができ、とてもいい
機会になりました」と、笑顔で話されました。
「保全」から「再生」へと一歩前へ進んだ棚田の取組。既に復活した
水田での田植えイベントの話題もあがっています。労組のみなさま
ともビジョンを共有でき、いつもにも増して充実した活動となりまし
た。（坂部友隆）

 空き店舗を利用して、野菜や調味料、手作り品を販売
日々の小さなマルシェ『都市（ミヤコイチ）

REPORT
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　足助の町並みにある和菓子の加東家かゑでの隣にある空き店舗
で、同じく足助町石橋にある喫茶店『ろじうらのカフェバンバン堂』
が小さなマルシェ『都市(ミヤコイチ）』を初めました。
　地元の新鮮なこだわりのお野菜、厳選された調味料や手作りの
品々が並びます。バンバン堂のトースト用に、ばーばらハウスで焼い
てもらっているという食パンも販売されています。

　訪問した日は、旭地区の「いのはな農園」、足助地区の「徳八農園」、
下山地区の「福えびすファーム」の野菜が並んでいました。足助にお
寄りの際は是非、覗いてみてください。（小黒敦子）　
営業時間：水曜日以外の9:30~12:00　
場所：豊田市足助町本町　加東家かゑでの右隣
（詳しくは「ろじうらのカフェバンバン堂」で検索し、ご確認ください）

ᐐᆔ
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①ターラ自然農園
②旭地区
③季節の野菜セット

もやいこに掲載されている
農家のみなさんを
ご紹介します。
①名前
②地区
③メイ ンの商品

①徳八農園
②足助地区
③季節の野菜セット

①竹々木々
②旭地区
③国産発酵メンマ

①てくてく農園
②旭地区
③名古屋コーチン平飼い有精卵

①ひなたぼっこ自然農園
②松平地区
③季節の野菜セット

①いのまた茶園
②下山地区
③お茶

①二井寺農園・農家民宿ちんち
ゃん亭
②旭地区
③ミネアサヒ

①いのはな農園
②旭地区
③季節の野菜セット

①押井営農組合
②旭地区
③源流米ミネアサヒ

①自然農福の力
②高橋地区
③ジャガイモなど

もっと詳しい情報や
購入先などは、
ホームページをご覧
ください。


